
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

赤磐市家庭教育支援チーム 

  

  

 

②活動拠点 大苅田読書公園 

③活動範囲 赤磐市内全域 

④組織体制 

 

   ６ 人 

学識経験者１人、元行政職員１人、子育て経験者４人 

 

 

⑤活動開始年度 平成２１年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

赤磐市教育委員会事務局社会教育課  

（TEL）086-955-0783   （E-mail）syakaikyoiku@city.akaiwa.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

○相談対応 

 毎週月曜日と第２・４木曜日に大苅田読書公園で「ファミリア」を開催し、

保護者の相談対応を行っている。 

○「親育ち応援学習プログラム」を活用した子育て講座の実施 

 ワークショップを通じて、主に「早寝早起き朝ごはん」の重要性を伝えてい

る。 

○子育てに関する親子リトミックの実施 

 要望に応じて親子リトミックを実施している。（年数回程度） 

○公民館主催講座への協力 

 公民館主催講座「たんぽぽの会」に参加し、親子での工作やリトミックの

補助を行っている。 

○チーム員研修 

 人材養成研修５回、スキルアップ研修５回を実施し、チーム員の資質向上

を図っている。 

○小学校との連携 

 週に１回、チーム員が学校に行き、勉強に集中できていない児童などの

見守りを行い、学校と情報共有を行っている。 

○ケース会議 

 月に１回ケース会議を行い、チーム員が受けた相談内容を教育委員会職

員と情報共有している。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・相談者から、「ファミリア」（相談の場）があってよかったという声があがって

おり、保護者等の地域の居場所づくりにつながっている。 

・親育ち応援学習プログラムを通じて、各家庭の悩みを共有する等、保護者

同士の交流の場を提供することができている。 

・リトミックを通じて、わが子の成長を保護者に再認識してもらうことができて

いる。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：おかやま子ども応援事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 




